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1. 概要 

本資料は，柏崎刈羽原子力発電所第6号機（以下「柏崎刈羽6号機」という。）及び柏崎刈羽原

子力発電所第7号機（以下「柏崎刈羽7号機」という。）において，重大事故等時の原子炉格納容

器に生じる動荷重に影響する主な機器仕様を比較したものである。 
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2. 比較 

 

図 1 柏崎刈羽 6号機及び 7号機の比較（逃がし安全弁）（1/2） 

 

 

  

柏崎刈羽 7号機 柏崎刈羽 6号機 
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柏崎刈羽 7号機 柏崎刈羽 6号機 

 

 

 

 

  

  

  

   

  

 

 

 

 

  

  

  

   

  

 

     

    

 

     

    

図 1 柏崎刈羽 6号機及び 7号機の比較（逃がし安全弁）（2/2） 
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表 1 柏崎刈羽 6号機及び 7号機の圧力抑制機能の構造，寸法等比較 

 

 
柏崎刈羽原子力発電所 

第 6号機 

柏崎刈羽原子力発電所 

第 7号機 

1 
水平吐出管の縦列数 

（多段ベントの段数） 
  

2 水平吐出管の内径 
 

 

 

 

3 
水平吐出管の垂直方向の間隔 

（水平吐出管中心線距離） 

 

 

 

 

4 

水平吐出管の水浸部深さ 

トップベント上端から 

プール水表面までの距離 

 

 

 

 

5 

プール底から水平吐出管 

までの距離 

ボトムベント下端から 

プール底までの距離 

 

 

 

 

6 
実効破断面積 

ベント管流路面積 
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3. 比較結果 

比較の結果，重大事故等時の原子炉格納容器に生じる動荷重に影響するような機器仕様の差異は

認められない。 




